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平成１９年度 
内閣府沖縄担当部局予算概算決定について 

 

 

★2 農林水産部 シンポ
ジウム みんなで創る明日の美ら島 
　　　 ～「農」から考える魅力ある地域づくり～を開催 
 
 ★3 経済産業部 
加工交易アイランド構築を目指して 

★4 開発建設部 
国際物流拠点 アジアの中の沖縄を考える 
 

開発建設部 
国際物流拠点 アジアの中の沖縄を考える 
 



年頭のご挨拶 
新年明けましておめでとうございます 福 井 武 弘  
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農林水産部　沖縄県畜産共進会（種畜部門）を開催   
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群星（むりぶし）とは、沖縄の方言で「昴星（すばる）」のことで「ぶりぶし」、「むるぶし」とも呼ばれています。 ★本誌タイトルについて★ 

内閣府沖縄総合事務局長 

仕
事
の
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

　
平
成
十
九
年
（
西
暦
二
〇
〇

七
年
）
の
お
正
月
を
清
々
し
い

気
持
ち
で
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
 

 　
我
が
国
の
景
気
は
、
消
費
に

弱
さ
が
み
ら
れ
る
も
の
の
回
復

を
続
け
て
お
り
、
我
が
国
の
経

済
は
、
世
界
経
済
の
着
実
な
回

復
が
続
く
下
、
企
業
部
門
・
家

計
部
門
と
も
に
改
善
が
続
き
、

物
価
の
安
定
の
下
で
の
自
立
的
・

持
続
的
な
経
済
成
長
が
実
現
す

る
も
の
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

他
方
、
原
油
価
格
の
動
向
が
内

外
経
済
に
与
え
る
影
響
等
に
も

留
意
す
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。
 

　
沖
縄
経
済
も
、
観
光
の
好
調

さ
な
ど
を
背
景
に
緩
や
か
な
回

復
が
続
い
て
い
く
と
見
込
ま
れ

ま
す
が
、
公
共
投
資
は
縮
小
傾

向
に
あ
り
、
建
設
業
界
を
中
心

に
新
産
業
分
野
へ
の
転
換
を
加

速
化
さ
せ
る
必
要
に
迫
ら
れ
て

く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

 　
沖
縄
に
と
っ
て
は
、
昭
和
四

十
七
年
五
月
の
復
帰
か
ら
三
十

五
年
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、

平
成
十
四
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
て
い
る
「
沖
縄
振
興
計
画
」
（
十

年
間
）
の
後
期
五
年
が
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
国
の
沖
縄
振
興
審
議

会
で
は
、
昨
年
五
月
に
専
門
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
計
画
の
フ

レ
ー
ム
や
計
画
に
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
諸
事
業
、
諸
施
策
の
状

況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
昨

今
の
社
会
経
済
情
勢
を
踏
ま
え
、

計
画
の
基
本
理
念
、
目
標
達
成

の
た
め
の
施
策
展
開
の
方
向
性

等
を
明
確
に
す
る
た
め
の
調
査

審
議
を
進
め
て
お
り
、
本
年
三

月
ご
ろ
に
は
、
そ
の
結
果
を
取

り
ま
と
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
 

　
沖
縄
振
興
計
画
に
お
い
て
は
、

「
沖
縄
の
特
性
を
積
極
的
に
生

か
し
つ
つ
、
自
立
的
発
展
の
基

礎
条
件
を
整
備
し
、
豊
か
な
地

域
社
会
を
形
成
す
る
と
と
も
に
、

我
が
国
ひ
い
て
は
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
地
域
の
社
会
経
済
及
び
文

化
の
発
展
に
寄
与
す
る
特
色
あ

る
地
域
と
し
て
整
備
し
、
平
和

で
安
ら
ぎ
と
活
力
の
あ
る
沖
縄

県
を
実
現
す
る
こ
と
」
を
目
標

に
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
様
々
な

具
体
的
公
約
を
掲
げ
当
選
さ
れ

た
新
し
い
県
知
事
の
下
で
、
諸

課
題
に
取
り
組
み
、
そ
の
実
現

に
向
け
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い

く
の
か
が
、
今
後
県
民
の
大
き

な
関
心
事
に
な
っ
て
い
く
と
思

わ
れ
ま
す
。
 

 　
少
子
高
齢
社
会
を
迎
え
、
大

き
な
変
化
の
中
に
あ
る
我
が
国
が
、

二
十
一
世
紀
に
生
き
残
っ
て
い

く
た
め
に
は
、
積
極
的
に
構
造

改
革
を
進
め
、
「
新
成
長
経
済
」

に
向
け
た
地
域
経
済
の
活
性
化

や
財
政
の
健
全
化
を
図
る
た
め

の
努
力
を
傾
注
す
る
と
と
も
に
、

行
政
を
担
っ
て
い
る
我
々
公
務

員
も
大
胆
に
意
識
改
革
を
進
め

時
代
の
変
化
に
対
応
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
「
行
政
の
透
明
性
」
を
高
め
、

そ
の
「
説
明
責
任
」
を
果
た
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
 

 　
今
年
一
年
が
、
我
が
国
に
と

っ
て
、
そ
し
て
沖
縄
県
に
と
っ
て
、

実
り
多
い
飛
躍
の
年
と
な
り
ま

す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
引
き
続
き
「
沖
縄
総

合
事
務
局
」
の
業
務
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
 

内閣府沖縄総合事務局長 

福 井 武 弘  
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1
特集 総　務　部 

　
こ
の
度
、平
成
１９
年
度
内
閣
府
沖

縄
担
当
部
局
予
算
概
算（
政
府
案
）が

決
定
さ
れ
ま
し
た（
概
算
決
定
額
の
内

訳
は
別
表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。）。 

  

平
成
１９
年
度
は
、沖
縄
振
興
特
別
措

置
法（
平
成
１４
年
４
月
施
行
）に
基
づ

い
て
策
定
さ
れ
た
沖
縄
振
興
計
画（
同

年
７
月
決
定
）の
後
半
５
年
間
の
初
年

度
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、自
立
型
経
済

の
構
築
に
向
け
て
、よ
り
一
層
効
果
的

な
施
策
の
推
進
を
図
る
こ
と
と
し
、沖

縄
の
優
位
性
や
地
域
特
性
を
生
か
し

た
産
業
・
科
学
技
術
振
興
に
関
す
る

施
策
、美
ら
島
の
魅
力
が
最
大
限
活

き
る
よ
う
な
離
島
の
活
性
化
に
係
る

施
策
等
を
重
点
的
に
進
め
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。 

　
平
成
１９
年
度
に
内
閣
府
沖
縄
担
当

部
局
が
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
沖

縄
振
興
策
に
つ
い
て
、以
下
の
と
お
り

紹
介
し
ま
す
。 

    

１
．ア
ジ
ア
を
リ
ー
ド
す
る
Ｉ
Ｔ
産
業
の
振
興 

・
沖
縄
I
T
津
梁
パ
ー
ク
構
想
の

推
進
に
関
す
る
調
査
（
19
新
規
） 

・
情
報
通
信
産
業
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
創
出
事
業
（
19
新
規
） 

・
沖
縄
県
内
で
の
I
T
産
業
施
設

整
備 

・
情
報
通
信
産
業
特
区
の
課
税
特

例
継
続
・
拡
大
（
19
税
制
改
正
） 

２
．
多
彩
な
魅
力
を
有
す
る
歴
史
・

文
化
・
自
然
資
源
を
活
か
し
た
観

光
・
ブ
ラ
ン
ド
立
国 

・
沖
縄
デ
ザ
イ
ン
戦
略
構
築
促
進

事
業 

・
美
ら
島
の
ブ
ラ
ン
ド
化
等
の
た

め
の
離
島
活
性
化
特
別
事
業 

（
専
門
家
派
遣
、
活
性
化
支
援
等
） 

・ 

航
空
輸
送
能
力
の
増
大
を
い

か
し
た
振
興
構
想
検
討
事
業 

（
19
新
規
） 

・
航
空
機
燃
料
税
の
軽
減
継
続

（
19
税
制
改
正
） 

・
特
定
免
税
店
制
度
の
継
続
（
19

税
制
改
正
） 

３
．
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
お
け

る
先
端
的
頭
脳
集
積
・
国
際
交
流

拠
点
の
構
築 

・
世
界
最
高
水
準
の
研
究
・
教
育

を
行
う
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院

大
学（
仮
称
）設
置
構
想
の
推
進 

４
．
自
立
型
経
済
構
築
加
速
に
資
す

る
伸
び
つ
つ
あ
る
新
興
分
野
支
援 

・
沖
縄
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
支

援
（
19
新
規
） 

・
沖
縄
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
普
及

啓
発
に
関
す
る
広
報
調
査（
19

新
規
） 

・
特
別
自
由
貿
易
地
域
の
課
税
特

例
継
続
（
19
税
制
改
正
） 

石垣港（新港地区）旅客船ターミナル整備イメージ 
（継続事業　平成23年度完成予定） 

石垣港（新港地区）旅客船ターミナル整備イメージ 
（継続事業　平成23年度完成予定） 
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Special Edition
   

 

１
．
離
島
地
域
等
の
さ
ら
な
る
活
性
化 

・
離
島
活
性
化
特
別
事
業（
再
掲
） 

・
沖
縄
離
島
振
興
特
別
対
策
事
業

（
19
新
規
） 

・
新
石
垣
空
港
・
石
垣
港
離
島
タ

ー
ミ
ナ
ル
・
離
島
架
橋
等
、
離

島
の
社
会
資
本
整
備 

２
．
北
部
地
域
の
さ
ら
な
る
活
性
化 

・
北
部
特
別
振
興
対
策
事
業 

   

 

１
．
米
軍
再
編
も
見
据
え
た
跡
地
対
策 

・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
派
遣
等 

・
跡
地
利
用
計
画
の
作
成
等
支
援 

２
．
米
軍
基
地
所
在
市
町
村
活
性
化

特
別
事
業
（
〜
平
成
19
年
度
） 

・
米
軍
基
地
所
在
市
町
村
活
性
化

特
別
事
業 

 

    

・
離
島
・
へ
き
地
に
お
け
る
医
師

の
確
保 

・
子
育
て
家
庭
の
就
労
支
援
モ
デ

ル
事
業 

・
赤
土
等
の
発
生
源
対
策 

・
不
発
弾
処
理
対
策 

     １
．
産
業
の
発
展
を
支
え
る
社
会
基

盤
の
整
備 

・
那
覇
空
港
自
動
車
道
・
沖
縄
西

海
岸
道
路
等
の
道
路
整
備 

・
新
石
垣
空
港
等
の
空
港
整
備 

・
那
覇
空
港
の
沖
合
展
開
等
に
つ
い

て
の
総
合
的
調
査
／
航
空
輸
送

能
力
の
増
大
を
い
か
し
た
振
興

構
想
検
討
事
業
（
再
掲
） 

・
那
覇
港
・
石
垣
港
旅
客
タ
ー
ミ

ナ
ル
等
の
港
湾
整
備 

・
安
定
し
た
水
資
源
の
確
保
・
情

報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
の
整
備 

・
亜
熱
帯
特
性
等
を
生
か
し
た
特

色
あ
る
農
林
水
産
業
の
発
展
を

図
る
た
め
の
各
種
振
興
施
策 

 

２
．
県
民
生
活
を
支
え
る
社
会
基
盤

の
整
備 

・
老
朽
校
舎
改
築
等
の
文
教
施
設

整
備 

・
多
目
的
ダ
ム
・
河
川
改
修
・
砂

防
・
地
す
べ
り
対
策
等
に
よ
る

災
害
に
強
い
県
土
づ
く
り 

・
多
様
化
す
る
医
療
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
医
療
施
設
の
整
備 

・
上
下
水
道
・
公
園
・
住
宅
・
廃

棄
物
処
理
施
設
等
の
生
活
環
境

基
盤
の
整
備 

 

 

 

Ⅰ．基本的政策企画立案等経費 

1．沖縄振興計画推進・評価調査費 

2．沖縄における産業・科学技術振興関係経費 

3．沖縄離島（美ら島）活性化特別事業費等 

4．普天間飛行場等駐留軍用地跡地利用推進関係経費 

5．沖縄米軍基地所在市町村活性化特別事業費 

6．沖縄北部特別振興対策事業費 

7．沖縄特別振興対策調整費等 

8．その他 

Ⅱ．沖縄振興開発事業費等 

計 

1．沖縄振興開発事業費 

　　（1）公共事業関係費 

　　（2）沖縄教育・文化振興事業費 

　　（3）沖縄新大学院大学施設整備費 

　　（4）沖縄保健衛生等対策諸費 

　　（5）沖縄農業振興費 

2．沖縄振興特別交付金 

3．戦後処理経費 

4．沖縄体験滞在交流促進事業等関係経費 

5．沖縄振興開発金融公庫補給金等経費 

 

28,789 

100 

4,491 

531 

280 

7,570 

5,000 

5,000 

6,084 

 

28,808 

100 

5,302 

867 

333 

6,509 

5,000 

5,000 

6,552

18 

0 

811 

337 

53 

△1,061 

0 

0 

468

100.1 

100.0 

118.1 

163.4 

118.8 

86.0 

100.0 

100.0 

107.7

243,251 

237,874 

221,284 

9,778 

3,530 

324 

2,959 

90 

538 

98 

4,650 

272,040

235,431 

230,630 

212,898 

9,790 

4,419 

474 

3,049 

90 

534 

71 

4,105 

264,239

△7,820 

△7,244 

△8,386 

12 

890 

150 

90 

0 

△4 

△27 

△545 

△7,801

96.8 

97.0 

96.2 

100.1 

125.2 

146.4 

103.0 

100.0 

99.3 

72.4 

88.3 

97.1

事　項 
平成１９年度 
概算 
決定額 

前年度 
予算額 

対前年度比 

増△減額 比　率 

平成19年度 内閣府沖縄担当部局 予算概算決定額（単位：百万円・％） 
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2
特集 農林水産部 

　
平
成
19
年
度
か
ら
農
地
・
水
・
環

境
の
良
好
な
保
全
と
そ
の
質
の
向
上

を
図
る
新
た
な
対
策
と
し
て
「
農
地
・

水
・
環
境
保
全
対
策
」
を
導
入
し
ま

す
。
こ
の
対
策
を
農
業
関
係
者
は
も

と
よ
り
、
普
段
農
業
と
は
関
わ
り
が

少
な
い
一
般
県
民
に
広
く
理
解
を
深

め
る
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
会

場
に
は
約
１
６
０
名
の
聴
衆
が
詰
め

か
け
、
地
域
の
取
り
組
み
報
告
や
パ

ネ
リ
ス
ト
の
話
を
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。 

　
始
め
に
、
主
催
者
で
あ
る
沖
縄
総

合
事
務
局
の
竹
林
義
久
局
長
が
、
「
農

村
で
は
高
齢
化
や
混
住
化
が
進
み
、

農
地
・
農
業
用
水
等
の
資
源
の
保
全

や
島
の
伝
統
文
化
の
継
承
が
困
難
に

な
り
つ
つ
あ
る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

通
じ
て
自
分
な
り
に
沖
縄
の
明
日
の

農
業
・
農
村
づ
く
り
を
思
い
描
い
て

い
た
だ
き
た
い
。
」
と
開
会
の
挨
拶

を
述
べ
ま
し
た
。 

 

　
前
半
は
、
地
域
に
お
け
る
取
組
状

況
の
発
表
が
行
わ
れ
、
ま
ず
名
護
市

立
真
喜
屋
小
学
校
４
年
生
児
童
が
「
田

ん
ぼ
の
生
き
物
調
査
に
参
加
し
て
」

と
題
し
て
、
今
年
７
月
に
羽
地
大
川
、

真
喜
屋
大
川
で
実
施
し
た
田
ん
ぼ
の

生
き
物
調
査
の
結
果
を
自
分
た
ち
の

感
想
を
交
え
な
が
ら
報
告
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
沖
縄
県
立
北
部
農
林
高
校

園
芸
工
学
科
の
生
徒
が
「
地
域
と
の

交
流
か
ら
学
ぶ
『
農
業
』
の
魅
力
〜

地
域
活
性
化
を
目
指
し
た
特
産
品
作

り
か
ら
環
境
教
育
ま
で
〜
」
と
題
し

て
、
地
域
の
保
育
園
や
小
学
生
と
の

野
菜
栽
培
を
通
し
た
交
流
活
動
や
、

地
域
の
愛
好
家
か
ら
の
助
言
を
得
な

が
ら
二
千
鉢
以
上
の
ナ
ゴ
ラ
ン
を
増

殖
さ
せ
、
地
域
に
根
ざ
し
た
身
近
な

花
と
し
て
定
着
さ
せ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
つ
い
て
報
告
し
、
「
ナ
ゴ
ラ
ン

の
香
り
あ
ふ
れ
る
名
護
市
に
な
れ
る

よ
う
、
情
報
発
信
を
続
け
た
い
。
」

沖縄における農地・農業用水等の農業資源や農村景観並びに農村に残る伝統文化を 

いかに子どもたちに継承し、より魅力ある農村を創っていくかを考えるために、 

平成１８年１０月２８日（土）「みんなで創る明日の美ら島～「農」から考える魅力ある地域

づくり～」（主催：沖縄総合事務局）のシンポジウムを名護市多目的ホール（名桜大学内）で開催しま

した。 

ちゅ 
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と
述
べ
ま
し
た
。 

　
さ
ら
に
、
今
年
度
農
地
・
水
・
農

村
環
境
保
全
向
上
活
動
支
援
実
験
事

業
を
実
施
し
て
い
る
名
護
市
運
天
原

地
区
の
島
松
記
区
長
が
「
共
同
作
業

に
よ
る
集
落
環
境
の
保
全
」
と
題
し

て
、
地
域
の
各
種
団
体
が
連
携
し
、

農
道
な
ど
の
草
刈
り
や
蕎
麦
を
利
用

し
た
耕
土
流
出
防
止
対
策
の
実
施
状

況
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。 

 

　
後
半
は
平
良
武
康
氏
（
沖
縄
県
立

農
業
大
学
校
校
長
）
、
玉
村
か
お
り

氏
（
那
覇
市
立
安
謝
小
学
校
教
諭
）
、

西
江
重
信
氏
（
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
グ
ル
ー

プ
・
エ
コ
ラ
イ
フ
主
宰
）
、

野
原
弘
彦
氏
（
沖
縄
総

合
事
務
局
農
林
水
産
部

土
地
改
良
課
長
）
の
４

人
を
パ
ネ
リ
ス
ト
と
す

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
教

育
と
農
業
の
関
わ
り
や

都
市
と
農
村
の
交
流
な

ど
活
発
な
意
見
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
（
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー:

国
吉
克
俊

氏
　
琉
球
新
報
社
論
説

委
員
長
）
。 

　
玉
村
氏
は
田
ん
ぼ
の

な
い
都
市
部
で
バ
ケ
ツ

に
よ
る
稲
の
栽
培
を
通

じ
て
、
児
童
の
農
業
に
対
す
る
意
識

が
変
化
し
た
こ
と
を
紹
介
。
「
風
習

や
自
然
を
教
材
に
、
そ
の
由
来
や
意

味
を
正
し
く
伝
え
な
が
ら
、
残
そ
う

と
す
る
気
持
ち
を
育
て
た
い
。
農
業

と
子
ど
も
を
つ
な
ぐ
役
目
が
教
師
の

仕
事
だ
。
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

　
平
良
氏
は
「
農
村
で
農
業
を
し
て

い
る
人
と
、
都
市
住
人
と
の
間
で
若

干
農
村
に
対
す
る
価
値
観
の
違
い
が

あ
る
と
思
う
。
都
市
の
人
に
と
っ
て

農
村
は
非
日
常
で
あ
り
、
癒
や
し
・

安
ら
ぎ
の
空
間
と
な
る
だ
ろ
う
が
、

農
業
に
携
わ
る
人
に
と
っ
て
は
日
常

の
生
活
の
場
。
環
境
保
全
や
継
承
に

つ
い
て
は
、
農
業
に
お
け
る
生
産
と

生
活
の
持
続
的
な
観
点
か
ら
も
重
要

だ
。
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

　
西
江
氏
は
「
こ
れ
か
ら
の
環
境
学

習
の
担
い
手
は
、
実
際
に
農
業
に
携

わ
っ
て
い
る
農
村
の
シ
ニ
ア
が
一
番

適
し
て
い
る
。
農
村
の
お
年
寄
り
た

ち
の
パ
ワ
ー
を
借
り
、
農
村
を
再
生

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
養
い
た
い
。
」

と
述
べ
、
ま
た
農
家
が
都
市
部
の
人

を
受
け
入
れ
、
共
に
農
業
体
験
を
行

う
民
泊
を
提
案
し
ま
し
た
。 

　
野
原
氏
は
「
沖
縄
の
豊
か
な
自
然
、

歴
史
、
文
化
の
中
で
、
特
に
農
村
部

は
隠
れ
た
資
源
が
ま
だ
ま
だ
た
く
さ

ん
あ
る
と
思
う
。
そ
れ
ら
を
活
用
し

な
が
ら
ど
の
よ
う
に
地
域
や
農
業
、

農
地
を
守
っ
て
い
く
の
か
、
防
風
林

や
耕
土
流
出
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て

地
域
の
人
た
ち
で
考
え
、
で
き
る
こ

と
か
ら
活
動
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。
」

と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
総

括
し
ま
し
た
。 

　
な
お
、
会
場
に
は
北
部
農
林
高
校

の
生
徒
が
栽
培
し
た
ナ
ゴ
ラ
ン
も
展

示
さ
れ
、
聴
衆
を
和
ま
せ
て
い
ま
し

た
。 

「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
対
策
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
広
く
県
民
の
理
解

を
得
て
活
動
の
輪
を
広
げ
、
定
着
さ

せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 



経済産業部 
    

　
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
型
産
業
振
興
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
期
目（
２
０
０
２
年
度
〜
２

０
０
５
年
度
）に
お
け
る
加
工
交
易
型

産
業
分
野
で
は
、地
域
産
業
を
支
え
る

地
場
製
造
業
の
活
動
を
支
援
し
て
き

ま
し
た
。 

　
総
合
的
な
競
争
力
強
化
に
向
け
て
、

県
外
へ
の
出
荷
が
好
調
な
泡
盛
や
健

康
食
品
な
ど
の
機
械
装
置
が
地
元
企

業
で
製
作
可
能
な
活
動
を
進
め
る
た

め
に
、金
属
製
品
製
造
業
、機
械
器
具

製
造
業
な
ど
を
中
心
と
し
た
地
元
製

造
業
で
構
成
す
る
「
も
の
づ
く
り
研
究

会
」や
、沖
縄
の
地
理
的
環
境（
熱
、紫

外
線
、塩
害
等
）が
建
築
物
に
及
ぼ
す

影
響
を
解
明
し
、今
後
の
製
造
業
の
新

事
業
創
出
を
図
る
べ
く
検
討
を
進
め

る
「
耐
候
性
材
料
等
評
価
研
究
会
」

な
ど
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。 

　
も
の
づ
く
り
研
究
会
で
は
こ
れ
ま
で

に
、鶏
卵
自
動
販
売
シ
ス
テ
ム
、回
転

円
盤
型
噴
霧
乾
燥
機
や
泡
盛
蒸
留
装

置
の
自
動
制
御
シ
ス
テ
ム
の
研
究
開
発

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、特
別

自
由
貿
易
地
域
な
ど
に
立
地
し
た
企

業
や
交
易
を
行
う
企
業
な
ど
も
一
体

と
な
っ
た
取
組
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。 

　
最
近
で
は
、地
場
資
源
を
活
か
し
た

産
業
の
発
掘
や
新
規
事
業
の
創
出
に

向
け
た
取
組
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

特
に
泡
盛
は
代
表
的
な
交
易
型
の
地

場
産
業
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、工

業
規
模
等
で
零
細
な
と
こ
ろ
が
多
く
、

共
同
工
場
や
共
同
輸
配
送
等
物
流
の

効
率
化
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、地
場
産
業
を
支
え
る
と
と

も
に
沖
縄
経
済
を
拡
大
さ
せ
る
た
め

に
は
企
業
誘
致
に
つ
い
て
積
極
的
に
取

り
組
む
こ
と
も
必
要
で
、特
別
自
由
貿

易
地
域
内
で
の
賃
貸
工
場
の
整
備
に

よ
り
進
出
企
業
も
伸
び
て
き
て
い
る
も

の
の
、引
き
続
き
東
南
ア
ジ
ア
と
の
近

接
性
等
の
沖
縄
の
特
性
を
生
か
し
切

れ
る
交
易
型
産
業
の
誘
致
等
に
取
り

組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

    

　
「
も
の
づ
く
り
研
究
会
」
で
は
、社

団
法
人
沖
縄
県
工
業
会
連
合
会（
食

品
関
連
産
業
部
会
等
）と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
６
月
下
旬
に
行
い
ま
し
た
。ア
ル

ミ
用
金
型
、各
種
機
械
部
品
の
設
計
、

製
作
を
行
っ
て
い
る
株
式
会
社
ジ
ョ
ー

ワ
、精
密
機
械
部
品
切
削
加
工
器
具
、

各
種
プ
レ
ス
金
型
を
設
計
・
製
作
す
る

有
限
会
社
奥
原
鉄
工
、ス
テ
ン
レ
ス
板

金
加
工
・
特
殊
タ
ン
ク
、特
殊
プ
ラ
ン
ト

3
特集 

●大量に残る分譲地域 
●高い分譲用地 
●賃貸工場スペースの不足 
●高い電力、工業用水 
●浚渫未了で利用不能な中城港 
●港湾施設内での物資運搬障壁 
●不足するサポーティング産業 

●特別地域を有効利用できる企業形態を検討し、 
　効率的な企業誘致活動を実施 
　（アジア、台湾、中国との関係強化） 
●定期借地権方式等による分譲価格変更を検討 
●賃貸エリアと分譲エリアの線引きの見直し 
●電力料金、工業用水料金の比較検討 
●速やかな浚渫の実施 
●中城港の利用利便性の向上 
●県内企業との連携、情報交換の拡大支援 

も
の
づ
く
り
系
産
業 

交
易
型
産
業

 

●ものづくり企業の不足 
●経営基盤が脆弱 
●新商品開発能力の不足 
●本土等への販売力不足 
●人材の不足 

●企業誘致の促進 
●企業間連携の促進、金融面での支援 
●研究グループの形成、研究開発の支援 
●本土、海外への販路拡大支援 
●本土からの人材誘致、県内大卒者の県内での 
　就職支援 

●競争力強化 
 
●県内企業間、誘致企業 
　と県内企業間の相互補 
　完活動強化 

●特別自由貿易地域の 
　有効利用 
 
●優良企業の誘致 

目標 
2,600億円 

現状と課題 
1,500億円 取り組むべき事業 

★加工交易型産業分野★特定自由貿易地域を最大限活用した国際交易アイランドの実現 

06

本特集では、経済産業部が平成１８年３月にとりまとめた『ＯＫＩＮＡＷＡ型産業振興プロジェクト中長期ビジョ
ン』（２００６年度から５年間の成長戦略）の内容を５回（第１回：全体計画、第２回：健康産業成長戦略、第３回：情
報産業成長戦略、第４回：加工交易型産業成長戦略、第５回：環境関連産業成長戦略）に分けて連載しており、
今回は第４回の加工交易型産業分野の成長戦略の概要及び最近の活動について紹介します。 
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機
械
、レ
ー
ザ
ー
切
断
加
工
の

株
式
会
社
日
進
、各
種
食
品
・

飲
料
缶
、セ
メ
ン
ト
二
次
製
品
、

製
糖
関
連
自
動
制
御
装
置
に

定
評
の
あ
る
沖
縄
オ
ー
ト
メ
ー

シ
ョ
ン
株
式
会
社
の
企
業
４
社

か
ら
製
品
開
発
取
組
な
ど
の

プ
レ
ン
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。マ
ッ
チ
ン
グ
終
了
の

講
評
に
お
い
て
、沖
縄
県
内
で

技
術
力
の
あ
る
企
業
が
身
近

に
存
在
す
る
こ
と
に
「
目
か
ら

鱗
が
落
ち
る
」
思
い
と
高
い
評

価
を
得
ま
し
た
。 

 

　
デ
ザ
イ
ン
の
高
度
化
に
向

け
た
取
組
み
と
し
て
、２
０
０

６
年
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
（
財

団
法
人
日
本
産
業
デ
ザ
イ
ン

振
興
会
主
催
）
受
賞
を
目
指

す
検
討
会（
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
）を
集
中
的
に
開
催
し
ま
し
た
。

複
数
の
応
募
企
業
か
ら
株
式
会
社
佐

喜
眞
義
肢
を
選
定
、同
社
の
医
療
用
・

ス
ポ
ー
ツ
用
関
節
装
具
「
Ｃ
Ｂ
ブ
レ
ー

ス
」
を
商
品
デ
ザ
イ
ン
部
門
で
支
援
、

７
月
上
旬
の
第
１
次
の
書
面
審
査
は

通
過
し
ま
し
た
が
、８
月
下
旬
に
開

催
さ
れ
た
２
次
の
現
物
審
査
に
お
い
て

不
通
過
と
い
う
厳
し
い
結
果
を
受
け

ま
し
た
。
同
時
に
行
わ
れ
た
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
書
き
込
み
で

は
全
作
品
中
第
２
位
と
い
う
評
価
も

あ
っ
た
こ
と
か
ら
今
後
の
活
動
へ
の
励

み
と
な
り
ま
し
た
。 

          

　
ま
た
、沖
縄
に
は
、ス
テ
ン
レ
ス
や
ガ

ラ
ス
、木
材
等
の
素
材
を
日
常
生
活
用

品
や
家
具
、レ
ジ
ャ
ー
用
品
等
に
加
工

す
る
技
術
を
有
す
る
企
業
が
存
在
し

ま
す
。一
方
で
、豊
か
な
芸
術
的
感
性

や
デ
ザ
イ
ン
感
性
を
有
す
る
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
も
比
較
的
多
く

存
在
し
ま
す
。
し
か
し
、県
内
の
モ
ノ

づ
く
り
企
業
の
現
場
に
お
い
て
は
、職

人
が
従
前
の
デ
ザ
イ
ン
で「
モ
ノ
づ
く
り
」

を
し
て
い
る
場
合
が
多
く
、新
し
い
時

代
感
性
に
適
う
デ
ザ
イ
ン
性
を
取
り

入
れ
た
「
モ
ノ
づ
く
り
」
は
必
ず
し
も

で
き
て
い
な
い
の
が
実
情
で
す
。こ
の
よ

う
な
時
代
や
社
会
の
要
請
に
適
正
に

応
え
る
た
め
に
も
「
デ
ザ
イ
ナ
ー
」
が

活
躍
し
や
す
い
環
境
を
整
え
、各
分

野
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
一
堂
に
会
す
る
場

と
機
会
と
し
て
「
沖
縄
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
設
置
し
、デ
ザ
イ
ナ

ー
が
活
躍
し
や
す
い
環
境
を
整
え
ま

す
。 

　
特
許
技
術
の
内
容
・
効
果
を
広
く
一

般
に
知
ら
し
め
る
目
的
で
、特
許
庁
等

が
１０
月
初
旬
に
主
催
し
た
「
パ
テ
ン
ト

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ア
２
０
０
６
」へ
、株

式
会
社
佐
喜
眞
義
肢
の「
Ｃ
Ｂ
ブ
レ
ー

ス
」
、Ｓ
Ｔ
ル
ー
フ
株
式
会
社
の「
完
全

防
水
型
金
属
屋
根
葺
材
」の
特
許
技

術
等
の
出
展
支
援
を
行
い
、ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
の
拡
大
に
努
め
ま
し
た
。 

　
「
上
等
さ
ー
、う
れ
し
ー
さ
ー
、言

わ
れ
て
ニ
ッ
コ
リ
県
産
品
」
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
で
１０
月
下
旬
に
開
催
さ
れ
た

「
第
３０
回
沖
縄
県
産
業
ま
つ
り
」
に
、

ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
世
界
一
と
記
録
さ
れ

た
沖
縄
美
ら
海
水
族
館
の
ア
ク
リ
ル
パ

ネ
ル
を
製
造
し
た
日
プ
ラ
株
式
会
社
、

海
辺
で
自
由
に
遊
べ
る
ビ
ー
チ
対
応
の

車
い
す
「
チ
ェ
ア
ボ
ー
ト
」
を
製
造
し
て

い
る
合
資
会
社
大
名
鉄
工
の
２
社
を

出
展
支
援
し
、広
く
県
民
に
モ
ノ
づ
く

り
企
業
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。 

          

　
沖
縄
に
お
い
て
は
、モ
ノ
作
り
系
産

業（
機
械
装
置
製
造
等
）を
サ
ポ
ー
ト

す
る
基
盤
技
術（
め
っ
き
、プ
レ
ス
加
工
、

プ
レ
ス
加
工
、金
型
等
）を
有
す
る
企

業
の
立
地
が
ご
く
僅
か
で
、県
内
製
造

業
の
需
要
に
対
応
で
き
ず
、市
場
獲

得
の
機
会
を
逸
し
て
い
る
現
状
に
あ

り
ま
す
。こ
れ
は
、衣
類
製
造
、健
康

食
品
等
の
産
業
（
製
造
業
）に
と
っ
て

成
長
を
妨
げ
る
要
因
と
な
っ
て
お
り
、

一
刻
も
早
い
改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
成
長
が
見
込
ま
れ
る
産
業
に
焦

点
を
あ
て
、ど
の
よ
う
な
設
備
、技
術

人
材
等
が
不
足
し
て
い
る
か
を
洗
い

出
し
、戦
略
的
に
集
積
を
図
る
べ
き
モ

ノ
作
り
系
産
業
及
び
サ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ

産
業
の
絞
り
込
み
を
行
い
、そ
の
技
術

力
向
上
や
人
材
育
成
に
係
る
方
策
等

の
検
討
を
目
的
と
し
た
「
モ
ノ
作
り
系

産
業
の
競
争
力
支
援
等
に
向
け
た
産

業
基
盤
強
化
の
た
め
の
調
査
」
を
実
施
、

今
年
３
月
に
報
告
書
を
作
成
し
ま
す
。 

      

　
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
型
産
業
振
興
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
、中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

で
掲
げ
た
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に

は
、企
業
サ
イ
ド
に
お
け
る
自
立
的
な

取
組
強
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。 

　
こ
の
た
め
、Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
型
産

業
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク（
民
間
推
進
組
織
事
務
局:

（
財
）

南
西
地
域
産
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
）に

お
い
て
民
間
側
が
主
体
的
に
活
動
す

る
戦
略
推
進
を
目
的
と
し
た
「
加
工

交
易
産
業
部
会
幹
事
会
」
を
設
置
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、

将
来
必
要
と
さ
れ
る
技
術
課
題
の
事

前
解
決
に
取
り
組
む
「
産
業
需
要
技

術
研
究
会（
仮
称
）の
設
置
に
向
け
て

検
討
を
進
め
る
予
定
で
す
。 

（
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
型
産
業
振
興
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト（
沖
縄
総
合
事
務
局
経
済
産
業
部
）

の
Ｈ
Ｐ:http://ogb.go.jp/m

ove/

） 

Special Edition



開発建設部 
    

　
12
月
９
日
（
土
）
、
「
国
際
物

流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
那
覇
市
内

で
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
当
日
は
土

曜
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
３
０
０
名

を
超
す
参
加
者
に
お
集
ま
り
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

　
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
テ
ー
マ
と

し
て
「
ア
ジ
ア
の
中
の
沖
縄
を
考
え

る
」
、
副
題
と
し
て
「
『
万
国
之
津

梁
』
の
復
活
に
向
け
た
国
際
物
流
拠

点
の
形
成
」
を
掲
げ
、
沖
縄
の
国
際

物
流
、
さ
ら
に
は
自
立
型
経
済
の
構

築
に
つ
い
て
県
民
の

皆
様
と
一
緒
に
検
討

し
て
い
く
た
め
の
第

一
歩
と
し
て
開
催
し

た
も
の
で
す
。 

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

沖
縄
県
広
報
番
組
キ

ャ
ス
タ
ー
の
當
銘
直

美
さ
ん
の
司
会
で
行

わ
れ
、
ま
ず
、
主
催

者
代
表
と
し
て
沖
縄

総
合
事
務
局
開
発
建

設
部
の
佐
藤
孝
夫
部

長
が
挨
拶
を
行
い
、

続
い
て
来
賓
の
国
土

交
通
省
港
湾
局
計
画

課
の
富
田
英
治
課
長

か
ら
ご
挨
拶
を
頂
き

ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
立
命
館

ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学

汪
正
仁
（
ワ
ン
　
ジ

ェ
ン
レ
ン
）
教
授
の

基
調
講
演
、
㈱
メ
イ

ク
マ
ン
代
表
取
締
役
社
長
の
湧
川
善

充
氏
・
㈱
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
ン
ド
代
表
取

締
役
社
長
の
渕
辺
美
紀
氏
・
汪
正
仁

教
授
を
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
、
北
海
道

大
学
公
共
政
策
大
学
院
特
任
教
授
・

（社）
日
本
港
湾
協
会
会
長
の
栢
原
英
郎

氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
と
し
た
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

    「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
国
際
物
流

の
現
状
」

 

 

　
汪
正
仁
教
授
に
よ
る
基
調
講
演
で

は
、
日
本
を
は
じ
め
各
国
の
企
業
の

東
ア
ジ
ア
地
域
へ
の
生
産
拠
点
シ
フ

ト
に
よ
り
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
国
際

物
流
が
近
年
急
速
に
発
達
し
て
い
る

こ
と
、
上
海
・
釜
山
・
香
港
・
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
等
に
お
け
る
の
港
湾
や
空

港
の
開
発
計
画
等
を
紹
介
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

　
さ
ら
に
、
沖
縄
の
持
つ
潜
在
能
力

と
課
題
に
つ
い
て
、
コ
ン
テ
ナ
貨
物

が
日
本
本
土
の
他
港
と
比
較
し
て
一

段
と
少
な
い
こ
と
、
産
業
基
盤
の
整

4
特集 
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日本本土と中国・東南アジア諸国等の中間に位置し、琉球王朝時代は、 
この地理的な優位性を活かして中継貿易の拠点として栄えた沖縄。 
産業のグローバル化が進む現在、沖縄が再び国際物流の拠点として「万国之津梁」となり、 
自立型経済構築するための第１歩となるシンポジウム「アジアの中の沖縄を考える」を開催しました。 
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備
が
今
後
求
め
ら
れ
る
こ
と
な
ど

の
課
題
は
あ
る
も
の
の
、
東
ア
ジ

ア
と
日
本
の
中
間
に
あ
る
地
理
的

特
性
を
活
か
し
、
中
継
貨
物
や
流

通
加
工
型
産
業
の
誘
致
に
よ
り
沖

縄
の
産
業
全
体
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
物
流
の
実
現
が
可
能
で
あ
る

と
の
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

Special Edition
    

「
沖
縄
に
お
け
る
今
後
の 

国
際
物
流
戦
略
に
つ
い
て
」 

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

栢
原
英
郎
氏
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に

よ
り
、
地
元
企
業
代
表
の
湧
川
氏
・

渕
辺
氏
及
び
基
調
講
演
を
頂
い
た
汪

教
授
を
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
活
発
な
議

論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
湧
川
氏
は
、
沖
縄
の
抱
え
る
問
題

点
と
し
て
、
海
外
か
ら
の
直
行
便
が

少
な
い
こ
と
、
入
る
貨
物
が
多
く
出

る
貨
物
が
少
な
い
非
効
率
な
片
荷
輸

送
等
に
よ
る
物
流
コ
ス
ト
高
等
が
沖

縄
の
産
業
の
競
争
力
に
悪

影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と

を
指
摘
さ
れ
、
問
題
点
解

消
の
た
め
に
は
、
構
造
改

革
特
区
に
よ
る
輸
入
品
を

活
用
し
た
沖
縄
県
外
へ
の

貨
物
量
を
増
や
す
よ
う
な

施
策
が
必
要
と
の
考
え
を

示
さ
れ
ま
し
た
。 

　
渕
辺
氏
か
ら
は
、
物
流
・

交
流
・
情
報
等
の
総
合
力

の
あ
る
港
湾
整
備
、
県
外

へ
出
す
貨
物
に
は
沖
縄
な

ら
で
は
の
付
加
価
値
を
付

け
る
こ
と
の
必
要
性
に
加

え
て
、
人
材
育
成
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

の
視
点
か
ら
、
か
つ
て
の
「
万
国
之

津
梁
」
の
時
代
の
よ
う
に
自
分
た
ち

か
ら
県
外
へ
働
き
か
け
ら
れ
る
よ
う

な
人
材
の
育
成
が
必
要
で
あ
る
と
の

お
話
を
頂
き
ま
し
た
。 

　
汪
教
授
か
ら
は
、
沖
縄
の
今
後
の

発
展
の
た
め
、
沖
縄
の
地
理
的
優
位

性
を
活
か
し
た
中
継
貿
易
の
実
現
や

新
た
な
産
業
を
興
す
た
め
の
企
業
誘

致
の
必
要
性
が
述
べ
ら
れ
、
こ
れ
を

実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
官
民
一

体
と
な
っ
た
沖
縄
版
「
国
際
物
流
戦

略
チ
ー
ム
」
が
必
要
と
の
意
見
を
頂

き
ま
し
た
。 

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
最

後
に
は
、
栢
原
氏
よ
り
、
港
湾
を
単

な
る
産
業
基
盤
で
は
な
く
地
場
産
業

と
捉
え
、
沖
縄
の
経
済
的
自
立
に
向

け
進
ん
で
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
、

そ
の
た
め
に
も
沖
縄
の
国
際
物
流
の

あ
り
方
を
考
え
る
「
国
際
物
流
戦
略

チ
ー
ム
」
を
立
ち
上
げ
、
県
内
の
み

な
ら
ず
海
外
も
含
む
県
外
へ
幅
広
い

目
を
向
け
、
沖
縄
な
ら
で
は
の
議
論

を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
、
と
の
提

言
を
頂
き
ま
し
た
。 

     

　
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
官

民
一
体
と
な
っ
た
「
国
際
物
流
戦
略

チ
ー
ム
」
の
立
ち
上
げ
の
必
要
性
が

提
言
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
最
後
の
会
場
か
ら
の
質
問

時
に
も
、
「
国
際
物
流
戦
略
チ
ー
ム
」

を
立
ち
上
げ
る
に
当
た
っ
て
は
、
経

済
・
行
政
の
み
な
ら
ず
物
流
業
界
も

メ
ン
バ
ー
に
入
れ
て
議
論
を
行
っ
て

欲
し
い
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
後
、沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、地

元
経
済
界
と
連
携
し
て
、物
流
業
界
・

関
係
行
政
機
関
等
を
メ
ン
バ
ー
と
し

た
「
沖
縄
国
際
物
流
戦
略
チ
ー
ム
」
を

年
度
内
に
立
ち
上
げ
、今
後
の
沖
縄

に
お
け
る
国
際
物
流
の
あ
り
方
を
皆

様
と
一
緒
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。 
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第
１１
回 

法
人
企
業
景
気
予
測
調
査
結
果
に
つ
い
て 

  

（
平
成
１８
年
１０
〜
１２
月
期
調
査
）
沖
縄
管
内
分 

SHIGOTONO*MADO

01
財務部 

平
成
１８
年
１０
〜
１２
月
期
調
査
の
貴
社
の
景
況
判
断
Ｂ
Ｓ
Ｉ
を
み
る
と
、全
産
業
で
は
現
状
は
「
下
降
」
超
を
解

消
し
、「
上
昇
」
と
「
下
降
」
が
均
衡
し
て
い
る
。
先
行
き
は
「
上
昇
」
超
の
見
通
し 

本調査は、企業活動の現状と先行き見通しに対す
る経営者の判断を調査し、経済・財政政策運営の
基礎資料を得ることを目的として、統計報告調整
法に基づく承認統計調査として年４回（２、５、８、１１
月）実施。 

平成１８年１１月２５日 

　判断項目／ 
　１８年１０～１２月期及び１２月末見込み、 
　１９年１～３月期及び３月末見通し、 
　１９年４～６月期及び６月末見通し  
　計数項目／ 
　１８年度上期実績及び１８年度下期見込み 

ＢＳＩの計算法 

例　「貴社の景況」の場合 

回収率 
（％） 

対　象 
企業数 

全　産　業 

製　造　業 

非 製 造 業  

建設業 

情報通信業 

運輸業 

卸売・小売業 

サービス業 

128   
21   

107   
26   
9   
7   

21   
24   

116  
20  
96  
23  
8  
7  

18  
22  

90.6  
95.2  
89.7  
88.5  
88.9  

100.0  
85.7  
91.7  

回　答 
企業数 

（単位：社） 

全産業では「下降」超を解消、 
先行きは「上昇」超の見通し 

１８年 
7～9月 
前回調査 

１８年 
１０～１２月 
現状判断 

１９年 
1～3月 
見通し 

１９年 
4～6月 
見通し 

全　産　業 

製　造　業 

非 製 造 業  

建設業 

情報通信業 

運輸業 

卸売・小売業 

サービス業 

食料品製造業 
窯業･土石製品製造業 

4.2

10.5

11.1

25.0

7.0

15.4

25.0

57.1

5.6

13.0

0.0

25.0

11.1

25.0

5.2

4.3

25.0

14.3

0.0

18.2

7.8

15.0

22.2

25.0

6.3

0.0

25.0

57.1

11.1

0.0

3.4

21.1

44.4

0.0

0.0

3.8

37.5

0.0

0.0

17.4

0.0

0.0

22.2

25.0

0.0

7.7

0.0

71.4

5.6

0.0

2.6

10.0

11.1

25.0

1.0

4.3

12.5

0.0

5.6

4.5

貴社の景況判断ＢＳＩ（前期比「上昇」－「下降」社数構成比） 

調査対象企業の範囲 
沖縄県内に所在する資本金1千万円以上の法人企業   
●対象企業数：128社 
●回答企業数：116社 
●回　収　率：90.6％ 
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全産業で現状、先行きとも「不足気味」超 

１８年度は増収見込み 
18年度 

下期 

全　産　業 

製　造　業 

非 製 造 業  

建設業 

情報通信業 

運輸業 

卸売・小売業 

サービス業 

1.6

2.3

2.0

5.8

1.6

5.0

2.6

5.9

2.5

2.6

3.0

9.3

2.1

3.8

2.3

5.9

3.0

1.4

3.1

4.7

9.4

4.4

2.7

3.2

3.9

1.6

4.1

4.6

20.0

2.8

3.0

0.2

18年度 
下期 

全　産　業 

製　造　業 

非 製 造 業  

建設業 

情報通信業 

運輸業 

卸売・小売業 

サービス業 

3.2

6.4

2.7

10.5

2.1

1.3

17.4

8.5

1.4

9.4

19.0

2.9

57.6

5.9

42.2

5.0

7.2

6.9

0.0

7.3

6.0

75.6

１８年9月末 
前回調査 

１８年１２月末 
現状判断 

１９年3月末 
見通し 

１８年6月末 
見通し 

全　産　業 

製　造　業 

非 製 造 業  

建設業 

情報通信業 

運輸業 

卸売・小売業 

サービス業 

7.7

5.3

10.2

7.7

62.5

16.7

5.6

21.7

12.1

15.0

11.5

4.3

75.0

0.0

5.6

13.6

7.8

15.0

6.3

4.3

75.0

0.0

5.6

4.5

10.3

21.1

8.2

7.7

62.5

0.0

11.1

8.7

7.7

10.5

7.1

7.7

50.0

0.0

11.1

8.7

5.2

5.0

5.2

4.3

37.5

0.0

0.0

9.1

従業員数判断ＢＳＩ（期末判断「不足気味」－「過剰気味」社数構成比） 

１８年度は増益見込み 

１８年度は前年度を上回る見込み 
18年度 

下期 

全　産　業 

製　造　業 

非 製 造 業  

情報通信業 

運輸業 

卸売・小売業 

サービス業 

50.2

48.3

62.0

65.5

255.6

29.1

3.8

78.8

37.9

93.1

21.9

19.9

111.8

48.4

57.7

50.4

70.6

110.0

247.8

26.2

6.6

73.5

45.5

88.1

40.5

18.1

101.7

23.8

農林水産部 

経済産業部 

0203
04

運　輸　部 05

財　務　部 01
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第
１
回
会
議 

　
第
１
回
会
議
で
は
、
ま
ず
、
南
北

大
東
島
の
気
象
状
況
及
び
農
作
物
の

被
害
状
況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
南
北
大
東
島
で
は
、
６
月
の

梅
雨
明
け
以
降
少
雨
傾
向
に
あ
り
、

サ
ト
ウ
キ
ビ
の
生
育
状
況
に
つ
い
て

は
、
南
大
東
島
で
灌
水
が
実
施
さ
れ

て
い
る
地
区
も
含
め
ほ
ぼ
全
域
で
葉

の
ロ
ー
ル
現
象
が
起
こ
っ
て
お
り
、

灌
水
未
実
施
地
区
で
は
黄
化
現
象
や

一
部
の
ほ
場
で
は
枯
死
茎
が
発
生
、

北
大
東
島
で
も
全
域
で
ロ
ー
ル
現
象

が
起
こ
っ
て
お
り
、
灌
水
が
不
十
分

な
地
区
で
は
黄
化
現
象
や
枯
死
茎
が

発
生
し
て
い
る
状
況
と
の
こ
と
で
し

た
。 

　
次
に
、
水
源
施
設
の
貯
水
率
等
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
両
島

で
完
成
し
て
い
る
貯
水
池
の
貯
水
率

を
出
先
機
関
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、
南

大
東
は
10
月
31
日
現
在
で
４
・
２
％
。

北
大
東
は
10
月
18
日
現
在
で
15
・
３

％
と
、
両
島
と
も
か
な
り
厳
し
い
状

況
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

続
い
て
、
短
期
的
対
策
に
つ
い
て

検
討
さ
れ
、
そ
の
中
で
、
地
元
の
製

糖
会
社
が
「
切
り
戻
し
」
を
検
討
し

て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

「
切
り
戻
し
」
と
は
、
枯
死
寸
前
の

サ
ト
ウ
キ
ビ
に
つ
い
て
、
今
期
の
収

穫
を
あ
き
ら
め
茎
を
伐
採
す
る
こ
と

で
根
を
生
か
し
、
来
期
の
収
穫
に
向

け
た
苗
を
確
保
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。
連
絡
会
議
と
し
て
も
短
期
的
対

策
と
し
て
切
り
戻
し
が
有
効
で
あ
る

と
し
、
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
了
承

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
長
期
的
対

策
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
、
農
業
共

済
制
度
の
加
入
率
が
両
村
と
も
低
い

水
準
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

共
済
加
入
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
が

了
承
さ
れ
、
ま
た
、
他
に
も
実
現
可

能
性
の
あ
る
対
策
が
考
え
ら
れ
な
い

か
引
き
続
き
検
討
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。 

 

第
２
回
会
議 

　
第
２
回
会
議
で
は
、
ま
ず
、
第
１

回
会
議
開
催
以
降
の
干
ば
つ
被
害
の

状
況
や
切
り
戻
し
の
進
捗
状
況
等
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
第
１
回
会
議

開
催
以
降
両
島
に
ま
と
ま
っ
た
降
水

が
あ
り
、
こ
の
結
果
、
サ
ト
ウ
キ
ビ

に
茎
の
伸
長
や
青
葉
の
展
開
が
見
ら

れ
、
ま
た
、
切
り
戻
し
の
実
施
は
当

初
予
定
の
98 
ha
か
ら
か
な
り
縮
小
し
、

30 
ha
と
な
り
ま
し
た
。 

　
次
に
、
関
係
機
関
か
ら
長
期
的
対

策
の
検
討
状
況
の
報
告
が
あ
り
、
①

計
画
さ
れ
て
い
る
か
ん
が
い
排
水
事

業
を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と
、
②
干

ば
つ
被
害
軽
減
品
種
の
導
入
・
普
及

を
推
進
す
る
こ
と
、
③
サ
ト
ウ
キ
ビ
の

根
群
を
増
や
す
た
め
深
耕
及
び
心
土
破

砕
を
推
進
す
る
こ
と
、
④
干
ば
つ
時
に

海
水
を
淡
水
化
し
て
農
業
用
水
に
利
用

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
平
成
18
年
12

月
か
ら
平
成
19
年
３
月
ま
で
の
３
ヶ
月

間
、
沖
縄
県
が
実
証
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。 

 

　
な
お
、
本
連
絡
会
議
の
開
催
は
、
干

ば
つ
被
害
が
終
息
の
方
向
に
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
各
機
関
か
ら
対
策
が
示
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
取
組
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
第
２
回
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と

と
さ
れ
ま
し
た
。 

南
北
大
東
島
干
ば
つ
被
害
対
策
の 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
検
討
に
つ
い
て 

SHIGOTONO*MADO

02
01

農林水産部 

財　務　部 

農林水産部 

経済産業部 

02
04

03

運　輸　部 05

南
北
大
東
島
に
お
い
て
は
、
干
ば
つ
に
よ
る
農
作
物
被
害
が
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
農
業
災
害
情
報
等
の
迅
速
な

把
握
及
び
対
策
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
た
め
、
南
大
東
村
、
北
大
東
村
、
沖
縄
県
及
び
沖
縄
総
合
事
務
局
の
担
当
者
で
構

成
す
る
「
南
北
大
東
島
干
ば
つ
被
害
対
策
連
絡
会
議
」
を
１１
月
８
日
に
設
置
、
同
日
に
第
１
回
の
会
議
を
開
催
し
、
１２
月

８
日
に
第
２
回
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。 
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本
事
業
は
、
沖
縄
総
合
事
務
局
羽

地
大
川
農
業
水
利
事
業
所
が
、
沖
縄

本
島
北
部
の
農
業
振
興
の
た
め
、
名

護
市
及
び
今
帰
仁
村
の
農
地
1
，

3
2
6
ha
を
対
象
に
、
昭
和
60
年
度

の
着
工
以
来
22
年
の
歳
月
を
か
け
、

水
源
の
真
喜
屋
ダ
ム
を
は
じ
め
、
諸

か
ん
が
い
施
設
の
整
備
を
進
め
て
き

た
も
の
で
す
。
な
お
、
沖
縄
総
合
事

務
局
開
発
建
設
部
北
部
ダ
ム
事
務
所

に
よ
り
建
設
さ
れ
た
羽
地
ダ
ム
（
多

目
的
ダ
ム
）
も
当
地
区
の
水
源
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

　
完
工
式
典
は
秋
本
沖
縄
総
合
事
務

局
農
林
水
産
部
長
の
開
会
の
辞
で
始

ま
り
、
主
催
者
の
竹
林
沖
縄
総
合
事

務
局
長
か
ら
「
地
域
の
皆
様
が
本
事

業
に
よ
り
確
保
さ
れ
た
水
資
源
を
有

効
に
活
用
さ
れ
、
当
地
区
の
農
業
を

更
に
発
展
さ
せ
、
豊
か
な
地
域
社
会

を
築
か
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
」
と
式
辞
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
続
い
て
、
高
市
内
閣
府
沖
縄
担
当

大
臣
（
代
理 

原
田
内
閣
府
沖
縄
振
興

局
長
）
の
挨
拶
、
松
岡
農
林
水
産
大

臣
（
代
理 

山
下
農
林
水
産
省
農
村
振

興
局
整
備
部
長
）
の
挨
拶
に
続
き
、

長
井
事
業
所
長
よ
り
事
業
経
過
の
報

告
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
来
賓
の
稲
嶺

沖
縄
県
知
事
（
代
理 

嘉
数
副
知
事
）

か
ら
も
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。 

　
最
後
に
、
関
係
市
町
村
代
表
と
し

て
島
袋
名
護
市
長
か
ら
「
今
後
は
施

設
の
管
理
運
営
と
と
も
に
後
継
者
の

育
成
を
進
め
な
が
ら
収
益
性
の
高
い

作
物
に
よ
る
農
業
振
興
や
自
然
に
優

し
い
環
境
保
全
型
農
業
を
推
進
し
て

い
く
。
」
と
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
来
賓
紹
介
、
祝
電
披
露

が
行
わ
れ
、
式
典
は
完
工
に
寄
せ
る

盛
大
な
拍
手
の
な
か
無
事
終
了
し
ま

し
た
。 

　
な
お
、
国
営
事
業
は
平
成
19
年
３

月
で
完
了
し
ま
す
が
、
今
後
は
、
関

連
事
業
の
一
層
の
推
進
に
よ
り
、
環

境
保
全
型
農
業
の
普
及
と
、
定
着
に

努
め
て
参
り
ま
す
。 

SHIGOTONO*MADO

03
農林水産部 

去
る
平
成
１８
年
１１
月
２８
日
、
名
護
市
内
に
お
い
て
国
営
羽
地
大
川
農
業
水
利
事
業
の
完
工
式
を
挙
行
、
来
賓
及
び
関
係
者
約
２
０
０
名
が
出
席
し
て

事
業
の
完
工
を
祝
い
ま
し
た
。 

農林水産部 

経済産業部 

02
04

03

運　輸　部 05

財　務　部 

国
営
羽
地
大
川
農
業
水
利
事
業
の 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
完
工
に
つ
い
て 

01
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伝
統
的
工
芸
品
と
は
伝
統
的
手
法

を
使
っ
て
手
作
業
で
つ
く
る
歴
史
の
あ

る
工
芸
品
を
経
済
産
業
大
臣
が
指
定

す
る
も
の
で
、沖
縄
に
お
い
て
は
、全
国

第
３
位
の
13
品
目
が
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。 

　
経
済
産
業
省
で
は
、伝
統
的
工
芸
品

産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
毎
年
11
月

を
「
伝
統
的
工
芸
品
月
間
」
と
定
め
、

全
国
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
、伝
統
的
工
芸
品
の

普
及
を
推
進
す
る
様
々
な
式
典
・
催
し

物
等
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

　
今
年
度
の
伝
統
的
工
芸
品
月
間
国

民
会
議
沖
縄
地
区
大
会
は
、「
識
名
園

伝
統
的
工
芸
品
ウ
ィ
ー
ク
」
と
題
し
、
11

月
16
日（
木
）か
ら
21
日（
火
）の
六
日
間
、

世
界
遺
産
登
録
の
名
勝
「
識
名
園
」の

御
殿（
ウ
ド
ゥ
ン
）に
お
い
て
、沖
縄
の
伝

統
的
工
芸
品
13
品
目
を
一
堂
に
会
し
た

常
設
展
示
を
始
め
と
す
る
様
々
な
事

業
を
行
い
ま
し
た
。 

　
初
日
の
式
典
に
お
い
て
は
、伝
統
的

工
芸
品
産
業
の
功
労
者
の
方
々
の
表
彰

や
小
中
学
生
を
対
象
と
す
る
図
画
・
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
を
執
り
行
う
と
と

も
に
、（
中
国
か
ら
の
使
節
）の
お
も
て

な
し
の
席
で
も
振
る
舞
わ
れ
た
と
さ
れ

る
ぶ
く
ぶ
く
茶
を
用
い
て
の
茶
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
ぶ
く
ぶ
く
茶
会
は
ウ
ィ

ー
ク
期
間
を
通
し
て
行
わ
れ
、琉
球
衣

装
姿
の
中
高
生
が
お
手
前
を
披
露
し

ま
し
た
。 

　
ま
た
、「
首
里
織
秀
作
展
」
に
お
い
て

は
人
間
国
宝
宮
平
初
子
さ
ん
の
作
品

を
始
め
と
す
る
貴
重
な
作
品
が
展
示

さ
れ
、そ
の
中
で
琉
球
の
古
典
音
楽
と

踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。「
き
も
の
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」で
は
琉
球
古
式
姿
の

国
王
、王
妃
の
登
場
を
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
、

北
は
喜
如
嘉
芭
蕉
布
、南
は
与
那
国
織

ま
で
す
べ
て
の
伝
統
的
工
芸
品
の
織
物

を
身
に
ま
と
っ
た
モ
デ
ル
が
御
殿（
ウ
ド

ゥ
ン
）の
ス
テ
ー
ジ
で
観
客
を
魅
了
し
ま

し
た
。「
喜
如
嘉
芭
蕉
布
の
糸
つ
く
り
」

で
は
高
校
生
が
地
道
で
繊
細
な
作
業

を
体
験
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
他
オ
キ
ナ
ワ
ン
ス
タ
イ
ル
で
の
プ

ロ
ト
コ
ー
ル
に
お
い
て
は
琉
球
漆
器
等
を

用
い
て
の
国
際
的
な
儀
礼
を
学
ぶ
講
習

会
、び
ん
が
た
、琉
球
絣
の
製
作
体
験
コ

ー
ナ
ー
な
ど
多
彩
な
催
し
物
を
行
い
ま

し
た
。 

　
最
終
日
に
は
「
伝
統
的
工
芸
品
の
未

来
を
語
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
伝
統
的
工

芸
品
造
り
に
携
わ
る
親
子
三
組
に
よ
る

座
談
会
を
開
催
し
、会
場
も
交
え
熱
い
議

論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。 

　
連
日
、地
元
・
観
光
客
・
小
中
高
の
児
童

生
徒
な
ど
多
く
の
来
園
客
で
賑
わ
い
、特

に
19
日（
日
）は
、識
名
園
開
園
以
来
最
多

の
入
園
者
数
を
記
録
し
ま
し
た
。 

　
時
代
を
超
え
て
沖
縄
県
民
が
守
り
育

て
て
来
た
伝
統
的
工
芸
品
は
沖
縄
の
宝
で

あ
り
、こ
の
ウ
ィ
ー
ク
は
多
く
の
方
々
に
そ

の
素
晴
ら
し
さ
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、さ

ら
な
る
発
展
の
契
機
に
な
っ
た
も
の
と
思
い

ま
す
。 

識
名
園
伝
統
的
工
芸
品 

　
　
　
　
ウ
ィ
ー
ク
に
つ
い
て 

経
済
産
業
部
は
、
「
伝
統
的
工
芸
品
月
間
」
の
１１
月
に 

世
界
遺
産
識
名
園
で
沖
縄
の
伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、 

式
典
、
イ
ベ
ン
ト
を
6
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
し
ま
し
た
。 

SHIGOTONO*MADO

04
01

経済産業部 

財　務　部 

農林水産部 

経済産業部 

02
04

03

運　輸　部 05
伝
統
的
工
芸
品
月
間
国
民
会
議
沖
縄
地
区
大
会 
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交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
教
室
の
開
催
　

　
沖
縄
総
合
事
務
局
運
輸
部
で
は
、平

成
13
年
度
か
ら
毎
年
、「
交
通
バ
リ
ア
フ

リ
ー
教
室
」
を
開
催
し
、健
常
者
を
対

象
と
し
て
、高
齢
者
、身
体
障
害
者
の

擬
似
体
験
や
介
助
体
験
を
行
い
、交
通

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

る
と
と
も
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る

意
識
を
醸
成
し
、誰
も
が
高
齢
者
や
身

体
障
害
者
等
に
対
し
、「
お
手
伝
い
し

ま
し
ょ
う
」
と
ご
く
自
然
に
声
を
か
け

て
サ
ポ
ー
ト
で
き
る「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」

を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

　
今
年
度
の
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
教
室

は
、那
覇
市
立
壺
屋
小
学
校
の「
総
合

的
な
学
習
」の
一
環
と
し
て
、５
年
生
児

童
３３
人
を
対
象
に
沖
縄
県
で
唯
一
の
鉄

軌
道
で
あ
り
、ま
た
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

さ
れ
た
県
内
唯
一
の
陸
上
公
共
交
通
機

関
で
も
あ
り
ま
す
沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー

ル
の
施
設
を
利
用
し
て
、１０
月
２７
日
に

開
催
し
ま
し
た
。 

 
 

体
験
学
習
で
は
、混
雑
す
る
空
港
駅

で
行
わ
れ
、一
般
客
が
通
常
通
り
施
設

を
利
用
す
る
中
、児
童
は
、発
券
機
の

使
用
や
車
両
の
乗
り
降
り
等
に
関
し
、

二
人
一
組
で
、車
椅
子
使
用
者
、視
覚
障

害
者
、高
齢
者
の
疑
似
体
験
や
介
助
体

験
を
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、父
母
、同
校
教
員
、那
覇
市
、

那
覇
市
教
育
委
員
会
、那
覇
市
福
祉

協
議
会
、沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル（
株
）

か
ら
多
数
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、当
教

室
の
サ
ポ
ー
ト
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

  

体
験
学
習
終
了
後
に
行
わ
れ
た
意
見

交
換
で
は
、「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
た

施
設
で
も
体
が
不
自
由
な
人
の
移
動

が
い
か
に
困
難
か
が
体
験
学
習
を
通
し

て
分
か
っ
た
。
」「
こ
れ
か
ら
は
、体
の
不

自
由
な
人
々
の
移
動
を
積
極
的
に
助

け
て
あ
げ
た
い
。
」
等
の
感
想
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。 

　
体
験
し
た
児
童
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、本
教
室
で
学
ん
だ
こ
と
か
ら
、

１
０
０
％
の
児
童
が
、今
後
、困
っ
て
い
る

人
を
見
か
け
た
ら
手
助
け
の
声
を
か
け

る
と
い
う
回
答
で
し
た
。 

　
運
輸
部
と
し
て
は
、今
後
も
引
き
続

き
「
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
教
室
」の
開
催

を
通
し
て
少
し
で
も
多
く
の
人
た
ち
が

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、ま
た
、「
人
へ
の
お
も
い
や
り
」や
「
や

さ
し
さ
」
を
心
に
感
じ
て
今
後
の
活
動

に
つ
な
げ
て
い
く
手
助
け
を
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

SHIGOTONO*MADO

05
運　輸　部 

急
速
な
高
齢
化
や
身
体
障
害
者
の
社
会
参
加
の
要
請
に
適
切
に
対
応
し
、
誰
も
が
公
共
交
通
機
関
を
円
滑
に
利
用
し
て
移
動
が

で
き
る
た
め
に
は
、
施
設
整
備
（
ハ
ー
ド
面
）
だ
け
で
な
く
、
誰
も
が
手
助
け
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
（
ソ
フ
ト
面
）
も
重
要

に
な
り
ま
す
。 

 

農林水産部 

経済産業部 

02
04

03

運　輸　部 05

財　務　部 

「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
を
目
指
し
て 

 

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
教
室
の
開
催
に
つ
い
て 

01

平成18年度 

交通バリアフリー教室の開催風景 
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O*UGOKI

去る12月22日(金)、地域密着型金融の
一層の推進を図ることを目的に、那覇市内

において「地域密着型金融に関するシンポ

ジウム2006」（主催：沖縄総合事務局）

を開催しました。一般の方々をはじめ金融

業界など約90名の方々が出席されました。 

　シンポジウムでは、まず、琉球銀行、沖

縄銀行、沖縄海邦銀行から事業再生や融資

に係わる特色ある取組み事例の発表をいた

だきました。 

　続いて、山内眞樹氏（日本公認会計士協

会沖縄会会長）をコーディネーター、永田

均氏（琉球大学法科大学院教授）、野中正

信氏（宜野湾市商工会事務局長）、仲宗根

京子氏（消費生活アドバイザー）、東門巽

氏（㈱おきなわリバイタル社長）及び３行

の事例発表者をパネラーとしてパネルディ

スカッションが行われました。 

　ここでは、「沖縄において地域金融に期

待すること」と題し、地域企業の事業再生

に向けた取組みや担保・保証に過度に依存

しない融資等中小企業金融の円滑化について、

今後のあり方を含め、活発な議論が交わさ

れました。 

 

 

地域密着型金融に関する 
シンポジウム開催！ 

 

財　務　部 

第３２回沖縄県畜産共進会（主催：沖縄県
畜産共進会協議会）が平成１８年１１月９日～

１０日の日程で南部家畜市場（八重瀬町）に

おいて開催されました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

　本共進会は、県内で生産される家畜の改

良及び畜産農家の飼養管理技術の向上の成

果を競い合う場として毎年開催されています。

初日の開会式で、竹林局長から「本日の共

進会を契機として畜産振興が図られること

は極めて有意義なものであり、今後とも畜

産農家と関係者が連携した取組を期待して

おります。」と祝辞を述べられました。  

　 開会式終了後、各部門ごとに厳正な審査

が行われました。  

　その結果、農林水産大臣賞には、今帰仁

村の徳山盛仁さん（肉用牛）、沖縄市の高

宮城愛子さん（乳用牛）、うるま市の大石

根良枝さん（種豚）がそれぞれの部門で決

定されました。また、生産局長賞には本部

町のもとぶ牧場（肉用牛枝肉）が決定され

ました。 

沖縄県畜産共進会 
（種畜部門）を開催  

 

農林水産部 

経済産業部が推進するＯＫＩＮＡＷＡ型
産業振興プロジェクトでは、昨年１０月に県

内大学等及びプロジェクト会員企業による

サービスロボットの製品化を目指した「ロ

ボット研究会」を発足しました。 

　これを記念して、１１月２４日、ヒューマノ

イド型ロボット（二足歩行ロボット）競技

会「ＲＯＢＯ－ＯＮＥ」を主宰する西村輝

一氏（同委員会代表・株式会社いすゞ中央

研究所エンジン研究第一部部長）を招き、

記念講演会を開催しました。 

　西村代表は、「ロボットビジネスの今後」

と題した講演の中で、「ＲＯＢＯ－ＯＮＥ」

の活動内容及び今後の取組等の紹介に加え、

ロボット開発における「時代の流れ」を読

む大切さや、サービスロボットの具体化に

向けて、ニーズと技術の把握、統合的モデ

ルベース開発の活用、長期的視点に立った

技術人材育成の重要性について触れ、「サ

ービスロボットは人の心をつかむことが重要」

と参加者に訴えました。 

　また、講演前のデモンストレーションと

して、プロジェクトの会員企業である株式

会社レイメイコンピュータが製作したヒュ

ーマノイド型ロボットの実演も行いました。 

ロボット研究会 
発足記念講演会を開催 

 

経済産業部 

シンポジウムの様子 

（優秀賞を受けた肉用牛） 
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KYOKUNO

地域に活力を与えることができるのは、そ
の地域の「人」です。経済産業部では、昨年１年

をかけて沖縄本島北部、中部、南部、宮古、八重

山の５地域から核となる人材を発掘、彼らの活動

を支援するプロジェクトを実施しました。その地

域を継続的に元気づけると注目されている５３名

のキーパーソンを選出し、経済産業部職員が現

地に出向き彼らの活動内容や意見等を直接聴

取することで、地域振興のあり方を模索してきま

した。 

　地域振興を進めていくには、キーパーソンの

みならず、その地域の自治体、商工会等の団体

と歩調を合わせて活動することの重要性が見え

てきました。そこで、各地の意見交換会の議論

を共有するために、平成１８年１１月２９日、那覇市

内において全県ベースの「自立的発展実現フォ

ーラム」を開催しました。フォーラムは、一橋大

学大学院の関光博教授の、地域振興のために日

本各地で活動する特筆すべき人達に関する基

調講演で始まりました。パネルディスカッション

では、５地域の代表が「これからの地域振興の課

題として、キーパーソンに限らず地方自治体を

始め各地域団体等が連携し、情報等の共有によ

り地域の力を結集した取組を進めていくことが

大切で、地域経済の自立化を実現するために各

地域におけるネットワークの形成が重要。」とし、

各地域の活性化策等をコミットメントしました。

フォーラム終了後の懇親会でも、地域ごとに集

まってキーパーソンや自治体等職員の意思形成

が行われるようにしました。 

　経済産業部では、今回の経験を踏まえ、これか

らもキーパーソンの発掘と、彼らの前向きな活

動が効率的に進むようにキーパーソンを結ぶ活

動を行っていきます。 

自立的発展実現 
フォーラムを開催 

経済産業部 

沖縄初のＥＴＣ専用インターチェンジ「喜
舎場スマートＩＣ社会実験」を平成１８年１１月２

５日（土）より開始いたしました。 

　沖縄県は那覇方面への交通集中により、南

北方向の幹線道路である国道５８号などの直

轄国道においては、慢性的な渋滞が発生して

いるが、同様の働きを担う沖縄自動車道にお

いては、比較的容量に余裕があるため、その

アンバランスな利用形態の解消が重要な課

題となっています。 

　このような状況の下、南北道路の強化とそ

れを連絡する東西道路整備を前提とした「ハ

シゴ道路」の整備が検討されてきました。 

　当スマートＩＣは、「ハシゴ道路」の整備の一

環として、沖縄自動車道・喜舎場バス停にお

いて、高速道路の利用促進、北中城ＩＣ及び周

辺道路の混雑緩和、喜舎場スマートＩＣの本格

導入に向けた課題を把握する事を目的に、喜

舎場スマートＩＣ地区協議会（沖縄総合事務局

南部国道事務所、沖縄県、北中城村、西日本

高速道路㈱、沖縄県警）を主体に実験を実施

しております。 

　実験概要は以下の通りですので、皆様是非

ご利用ください。 

 

実験箇所：沖縄自動車道　喜舎場バス停 

　　　　　（北中城村役場前） 

実験期間：平成１８年１１月２５日 

　　　　　～平成１９年３月３１日 

利用時間：ＡＭ６：００～ＰＭ８：００ 

利用可能車両：普通車、軽自動車等 

ご利用に当たっての注意： 

ＩＣ予告ゲート、本ゲート、バス加速車線合

流部においては一旦停止してください。 

「喜舎場スマートＩＣ 
社会実験」を開始 

開発建設部 

大量の輸送需要が発生し、輸送機関等に
人流・物流が集中する年末年始は、ひとた

び事故等が発生した場合には大きな被害と

なることが予想されます。 

　このため、陸・海にわたる輸送機関等に

ついて、１０月１日より施行された運輸安全

一括法の趣旨を踏まえた経営トップを含む

幹部の強いリーダーシップの下での自主点

検等を通じた安全性の向上を図るため、「年

末年始の輸送等に関する安全総点検」を平

成１８年１２月１０日～平成１９年１月１０日まで

実施しました。 

　今回の総点検においては、所期の目的を

達成することができるよう、①飲酒運転を

防止するための体制整備状況、②気象情報（特

に交通障害を生じる恐れのあるもの）の収集・

伝達体制の整備状況、③テロ防止のための

警戒体制及び発生時の通報・連絡・指示体

制の整備状況を重点点検事項としました。 

　具体的には、モノレール、バス、タクシー、

トラック及びターミナル事業者等陸上交通

関係、旅客定期航路事業者等船舶関係、政

府登録ホテル等宿泊施設関係及び第一種旅

行業者に対して適切な点検を行うよう指導

を行ったほか、期間内に職員による立入検

査を実施し、点検において発見された不備

事項については、早急な改善を指示・指導

しました。 

年末年始の輸送等に関する 
安全総点検の実施 

運　輸　部 
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Ⅰ
・
広
大
な
島
嶼
県
沖
縄 

 

Ⅱ
・
元
気
で
個
性
豊
か
な 

　
　
沖
縄
の
島
々 

Ⅲ
・
離
島
活
性
化
に 

　
　
向
け
た
支
援
に 

　
　
つ
い
て 

数字の小道 す う じ の  

こ み ち  

　
沖
縄
県
の
面
積
は
、全
国
47
都

道
府
県
中
43
位
で
、「
狭
い
沖
縄
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
い
ま

す
。し
か
し
、海
域
を
含
め
る
と
、東

西
約
1
，
0
0
0
㎞
、
南
北
約

4
0
0
㎞
と
広
大
で
あ
り
、ま
た
、

海
洋
資
源
も
含
め
た
多
様
な
地
域

資
源
か
ら
も
、そ
の
広
さ
や
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
実
感
で
き
る
は
ず
で
す
。

ご
存
じ
の
よ
う
に
沖
縄
は
、日
本
唯

一
の
島
嶼
県
で
あ
る
と
同
時
に
、広

大
な
海
域
に
1
6
0
も
の
島
々
が

散
在
し
て
い
ま
す
が
、人
々
が
住
ん

で
い
る
島
は
、沖
縄
本
島
を
含
め
49

島
あ
り
ま
す
。 

   　
ひ
と
昔
前
ま
で
は
、離
島
と
い
え
ば
、と

か
く
不
便
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
で
語
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、平
成
13
年
に
N
H
K
で
放

送
さ
れ
、今
年
１
月
に
第
4
作
が
放
送

予
定
の
人
気
番
組
「
ち
ゅ
ら
さ
ん
」
、ま
た
、

最
近
の
沖
縄
出
身
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
な

ど
の
活
躍
で
、沖
縄
の
島
々
が
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。
平
成
16
年
度
の
（財）
日
本
交

通
公
社
の
全
国
調
査
に
よ
る
と
、「
行
っ
て

み
た
い
南
の
島
」の
中
で
、「
沖
縄
の
離
島
」

が
「
ハ
ワ
イ
」
を
大
き
く
上
回
り
、ト
ッ
プ

に
な
り
ま
し
た
。
 

　
個
性
豊
か
な
沖
縄
の
離
島
を
い
く

つ
か
紹
介
す
る
と
、全
国
一
出
生
率
が

高
い
多
良
間
島
。
50
年
ぶ
り
に
誕
生

し
た
プ
ロ
野
球
新
球
団
「
楽
天
」の
キ
ャ

ン
プ
地
と
な
っ
た
久
米
島
。
全
国
一
高

い
転
入
者
率
で
、移
住
者
が
増
加
し

て
い
る
竹
富
町（
小
浜
島
・
西
表
島
等
）。

き
れ
い
な
海
を
活
か
し
、ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
や
ダ
イ
ビ
ン
グ
な
ど
、島
の
産

業
を
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
に
特
化
し
た
座

間
味
島
。
島
を
あ
げ
た
民
家
宿
泊
で
、

新
し
い
観
光
の
か
た
ち
を
模
索
す
る

伊
江
島
。
事
件
・
事
故
・
火
災
発
生
件

数
の
少
な
さ
で
、全
国
一
安
全
な
粟
国

島
・
渡
名
喜
島
。
わ
ず
か
1
0
0
年

余
り
の
歴
史
の
若
い
開
拓
移
住
の
島

で
あ
る
南
大
東
島
と
北
大
東

島
。こ
の
よ
う
に
元
気
で
全
国

に
自
慢
で
き
る
個
性
の
豊
か

さ
が
沖
縄
の
離
島
の
特
色
で
す
。

「
離
島
ク
イ
ズ
」で
、沖
縄
の
離

島
の
個
性
が
分
か
る
と
思
い

ま
す
の
で
、参
考
に
し
て
下
さ

い
。
 

　
沖
縄
の
本
土
復
帰
か
ら
今

年
で
35
年
に
な
り
ま
す
が
、こ

の
間
、国
に
お
い
て
も
一
貫
し
て

沖
縄
の
離
島
振
興
策
を
実
施

し
て
お
り
、「
沖
縄
振
興
計
画
」

で
は
、「
離
島
・
過
疎
地
域
の
活

性
化
に
よ
る
地
域
づ
く
り
」
を

振
興
計
画
の
主
要
施
策
と
し
て
展
開

し
て
い
ま
す
。
 

　
内
閣
府
で
は
、離
島
の
地
域
活
性

化
の
た
め
に
は
、島
の
自
然
な
ど
の
個

性
を
生
か
す
こ
と
、ま
た
、離
島
独
自

の
取
組
み
を
支
援
す
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
、そ
れ
に
向
け
た
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
 

　
具
体
的
に
は
、各
離
島
が
、島
の
持

つ
物
語
性
や
独
自
性
を
生
か
し
て
新

し
い
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ

と
で
産
業
を
育
成
す
る
「
一
島
一
物
語

事
業（
表
１
参
照
）」や
、各
界
で
活
躍

し
て
い
る
有
識
者
を
委
員
に
招
き
、沖

縄
の
離
島（
美
ら
島
）全
体
の
グ
ル
ー
プ

ブ
ラ
ン
ド
化
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
美
ら

島
ブ
ラ
ン
ド
検
討
会
議
」
な
ど
の
事
業

に
よ
り
、離
島
活
性
化
の
た
め
の
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
事
業
は
、

ま
ず
は
島
の
住
民
自
身
が
ア
イ
デ
ア

を
出
し
て
地
域
活
性
化
の
取
組
み
を

始
め
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
た
め
、単

に
島
の
収
入
等
を
増
加
さ
せ
る
だ
け

で
は
な
く
、島
の
自
主
性
を
伸
ば
す
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、日
常
生

活
の
安
心
や
、災
害
時
の
安
全
も
住

み
よ
い
離
島
づ
く
り
に
必
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、沖
縄
離
島
に
特
化
し
て
そ
の

対
応
策
を
考
え
る
『
安
心
し
て
住
め

る
離
島
の
た
め
の
基
本
調
査
』
を
実

施
し
、離
島
住
民
の
防
災
意
識
の
向

上
や
生
活
環
境
整
備
の
あ
り
方
を
検

討
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、離
島
の
情

報
格
差
を
解
消
す
る
と
と
も
に
、新

し
い
情
報
化
社
会
に
対
応
す
る
た
め
、

「
離
島
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
整
備
事

1

uiz

2

3

4

5

6

し
ょ 
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業
」
に
よ
り
情
報

基
盤
整
備
を
図
っ

て
い
ま
す
。
 

「
一
島
一
物
語

事
業
」
や
「
美
ら

島
ブ
ラ
ン
ド
検
討

会
議
」
な
ど
、
各

島
の
特
性
と
独
自

性
を
生
か
し
た
ア

イ
デ
ア
や
取
組
み

を
支
援
す
る
新
し

い
事
業
と
と
も
に
、

社
会
資
本
整
備
を

継
続
し
て
行
う
こ

と
に
よ
り
、
離
島

の
経
済
活
性
化
や

利
便
性
向
上
を
図

っ
て
い
ま
す
。
 

 

Ⅳ
・
離
島
の
新
し
い
課
題
 

　
昭
和
30
年
頃
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
た

沖
縄
離
島
の
人
口
（
表
２
参
照
）
は
、

高
度
成
長
で
都
市
化
が
進
ん
だ
昭
和

40
年
代
を
通
じ
て
急
激
に
減
少
し
ま

し
た
が
、
沖
縄
が
本
土
に
復
帰
し
、

離
島
の
社
会
資
本
等
の
整
備
が
急
速

に
進
ん
だ
昭
和
50
年
代
に
入
る
と
概

ね
下
げ
止
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

小
さ
な
増
減
は
あ
り
ま
し
た
が
、
10

年
程
前
か
ら
緩
や
か
な
増
加
が
続
い

て
お
り
、
平
成
17
年
の
人
口
は
13
万

3
千
人
余
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
、
団
塊
世
代
の
大
量
退
職
な
ど
に

よ
り
、
人
々
の
交
流
の
機
会
が
全
国

的
に
増
え
、
沖
縄
の
離
島
に
と
っ
て

も
、
交
流
人
口
増
大
に
伴
う
様
々
な

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
て
い

ま
す
。
 

　
し
か
し
沖
縄
の
離
島
を
見
て
み
る

と
、
石
垣
島
で
は
、
島
外
か
ら
の
移

住
者
等
の
増
加
に
よ
り
、
市
街
地
や

建
設
業
、
観
光
業
な
ど
の
活
気
が
出

て
き
た
一
方
で
、
開
発
に
よ
る
自
然

環
境
へ
の
影
響
、
地
域
住
民
相
互
の

つ
な
が
り
が
弱
ま
る
な
ど
、
新
た
な

課
題
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
竹
富
島
、

西
表
島
及
び
座
間
味
島
な
ど
、
入
域

観
光
客
数
の
多
い
島
々
で
は
、
自
然

保
護
や
景
観
保
全
の
観
点
か
ら
、
地

域
独
自
の
ル
ー
ル
を
作
り
、
無
秩
序

な
開
発
行
為
等
に
歯
止
め
を
か
け
、

住
民
や
観
光
客
に
ル
ー
ル
を
守
る
よ

う
求
め
て
い
ま
す
。
 

　
 

 　
『
行
こ
う
！
味
わ
お
う
！
知
ろ
う
！

「
島
々
の
宝
」
』
を
テ
ー
マ
に
、
沖

縄
県
離
島
振
興
協
議
会
が
中
心
と
な

っ
て
「
離
島
フ
ェ
ア
2
0
0
6
」
が

平
成
18
年
12
月
1
日
（金）
か
ら
3
日
（日）

ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
18
離
島
市
町

村
の
特
産
品
や
芸
能
が
展
示
、
披
露

さ
れ
、
1
3
2
，
6
2
7
人
と
過
去

最
高
の
入
場
客
で
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
会
場
で
は
、
南
大
東
島
で
ラ
ム

酒
を
製
造
し
、
ネ
ッ
ト
等
を
通
じ
て

全
国
販
売
を
行
っ
て
い
る
金
城
祐
子

社
長
か
ら
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
沖
縄
の
基
幹
的
作
物
と
な

っ
て
い
る
さ
と
う
き
び
を
用
い
て
、

香
料
や
着
色
料
な
ど
添
加
物
を
使
わ

な
い
本
物
の
ラ
ム
酒
を
作
り
た
い
と

い
う
夢
を
か
な
え
る
た
め
に
起
業
し

た
そ
う
で
す
。
金
城
社
長
は
、
平
成

17
年
、
日
経
ウ
ー
マ
ン
主
催
の
「
第

6
回
ウ
ー
マ
ン
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ

ー
2
0
0
5
」
で
沖
縄
女
性
と
し
て

た
だ
１
人
総
合
ベ
ス
ト
10
に
入
賞
し
、

沖
縄
の
女
性
だ
け
で
な
く
、
島
の
魅

力
で
勝
負
し
よ
う
と
が
ん
ば
っ
て
い

る
多
く
の
島
人
に
勇
気
を
与
え
、
南

大
東
島
の
産
業
振
興
に
欠
か
せ
な
い

人
材
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
 

　
離
島
フ
ェ
ア
な
ど
を
通
じ
て
島
の

魅
力
を
全
国
に
向
け
て
発
信
す
る
こ

と
で
、
島
の
物
産
に
触
れ
、
そ
の
魅

力
を
伝
え
る
人
、
ま
た
、
島
を
新
天

地
に
第
二
の
人
生
を
歩
む
人
が
増
え

る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
人

た
ち
の
中
に
、
沖
縄
離
島
に
花
を
咲

か
せ
る
力
強
い
若
葉
が
見
え
る
よ
う

な
気
が
し
ま
し
た
。
 

 

Ⅴ
・
離
島
フ
ェ
ア
に
て
 

1
2
3
4
5
6

し
ま
ん
ち
ゅ
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縄
の
県
産
酒
類
は
、
沖
縄

の
素
晴
ら
し
い
生
活
や
食

文
化
に
根
ざ
し
て
、
日
々
愛
飲
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
沖
縄
県
内

は
も
と
よ
り
県
外
に
も
、
生
活
や

食
文
化
ご
と
売
り
込
み
を
図
り
、

酒
類
製
造
業
の
一
層
の
振
興
を
図

る
こ
と
が
県
内
の
産
業
振
興
の
観

点
か
ら
も
重
要
で
す
。
 

 

の
た
め
、
内
閣
府
沖
縄
担

当
部
局
で
は
、
沖
縄
の
酒

類
・
食
文
化
へ
の
見
識
豊
か
な
方
々

に
よ
る
懇
話
会
（
「
沖
縄
県
産
酒

類
振
興
・
消
費
拡
大
懇
話
会
」
）

を
開
催
し
、
今
後
の
沖
縄
県
産
酒

類
の
発
展
の
た
め
に
、
振
興
策
や

消
費
拡
大
策
を
議
論
し
て
い
き
ま

す
。
懇
話
会
は
、
谷
本
龍
哉
内
閣

府
大
臣
政
務
官
が
主
催
し
、
１
月

か
ら
３
月
ま
で
に
３
回
程
度
開
催

し
、
提
言
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
 

た
、
懇
話
会
に
先
立
ち
、

昨
年
１２
月
４
日
（
月
）
に
、

「
沖
縄
の
お
酒
を
語
ろ
う
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
い
わ

ば
懇
話
会
の
プ
レ
・
イ
ベ
ン
ト
と

い
う
形
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、
一

般
の
県
民
の
方
々
か
ら
沖
縄
の
酒

類
に
関
す
る
様
々
な
意
見
を
直
接

お
話
い
た
だ
き
、
今
後
の
議
論
の

参
考
と
い
た
し
ま
す
。
当
日
は
、

懇
話
会
の
メ
ン
バ
ー
に
な
ら
れ
る

佐
々
木
信
行
様
、
尚
弘
子
先
生
、

比
嘉
京
子
様
、
比
嘉
良
雄
様
、
百

瀬
恵
夫
先
生
、
そ
し
て
谷
本
龍
哉

大
臣
政
務
官
が
出
席
し
、
参
加
さ

れ
た
多
く
の
県
民
の
方
々
の
お
話

を
直
接
お
伺
い
し
ま
し
た
。
 

        

加
さ
れ
た
県
民
の
方
々
か

ら
は
、
「
清
酒
や
焼
酎
に

比
べ
、
泡
盛
の
製
法
や
効
能
に
関

す
る
学
術
研
究
が
不
足
し
て
い
る
」
、

「
泡
盛
の
古
酒
は
蔵
ご
と
に
個
性

が
あ
る
点
が
魅
力
的
だ
」
、
「
泡

盛
を
使
っ
た
カ
ク
テ
ル
な
ど
、
若

い
人
が
飲
み
や
す
い
工
夫
が
必
要

で
あ
る
」
な
ど
の
多
く
の
ご
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。
 

話
会
で
は
、
「
沖
縄
の
お

酒
を
語
ろ
う
会
」
で
の
、

意
見
、
議
論
を
踏
ま
え
、
沖
縄
県

産
の
お
酒
を
よ
り
す
ば
ら
し
い
も

の
に
し
、
さ
ら
に
多
く
の
方
々
に

楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
 

 

「
沖
縄
県
産
酒
類
振
興
・
 

　
　
　
消
費
拡
大
懇
話
会
」
に
つ
い
て
 

「沖縄県産酒類振興・消費拡大懇話会」メンバー（五十音順。敬称略。） 
佐々木　信　行　セコム（株）専務取締役 
残　間　里江子　プロデューサー 
尚　　　弘　子　琉球大学名誉教授 
田　崎　真　也　ソムリエ（1995年世界最優秀ソムリエコンクール優勝） 
富　永　麻　子　泡盛ルポライター、1999年泡盛の女王 
比　嘉　京　子　琉球放送報道局報道部部長 
比　嘉　良　雄　興南学園理事長、元・オリオンビール（株）副社長 
三　上　重　明　独立行政法人酒類総合研究所醸造技術基盤研究部門長 
百　瀬　恵　夫　明治大学名誉教授 
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I N F O R M A T I O N 人事異動のお知らせ 

沖縄総合事務局 

　竹林義久　前沖縄総合事務局長の転任に伴い、平成１９年１月９日付けで沖縄総合事務局長に福

井武弘氏が就任した。 

　昭和５２年に総理府入府、平成９年沖縄開発庁沖縄総合事務局総務部長、平成１１年総務庁統計

局統計調査部国勢統計課長、平成１３年総務庁統計局統計調査部調査企画課長、平成１４年総務省

統計局総務課長、平成１６年総務省大臣官房参事官、平成１７年内閣府日本学術会議事務局次長、

平成１８年内閣府大臣官房審議官（沖縄政策担当）を歴任後現在に至る。 

 

沖縄総合事務局長に　福井　武弘氏が就任 
 

ふく　　い　　　　　   たけ　 ひろ 

内閣府本府沖縄担当部局 

　武田宗高　前内閣府審議官の退任に伴い、平成１９年１月９日付けで内閣府審議官に東良信氏が就

任した。 

　昭和４９年総理府入府、昭和６３年総務庁統計センター管理部管理課長、平成３年外務省在ジュネー

ブ国際機関日本政府代表部参事官、平成６年内閣審議官（内閣外政審議室）、平成９年総理府迎賓館

次長、平成１０年沖縄開発庁総務局総務課長、平成１３年経済産業省大臣官房審議官（中小企業庁担当）、

平成１５年内閣府沖縄振興局長、平成１７年内閣府政策統括官（沖縄政策担当）を歴任後現在に至る。 

 

内閣府審議官に　東　良信氏が就任 
 

ひがし　　　　　よし　　のぶ 

　東良信　前政策統括官（沖縄政策担当）の転任に伴い、平成１９年１月９日付けで政策統括官（沖
縄政策担当）に原田正司氏が就任した。 
　昭和５０年自治省入省、平成元年桑名市助役、平成3年消防庁消防課国際消防協力官、同年消
防庁消防課国際消防救助隊総括官、平成4年三重県地域振興部長、平成5年三重県知事公室公
室長、平成7年三重県総括政策監、同年三重県副知事、平成１１年自治省行政局公務員部公務員
課長、平成１３年総務省自治行政局自治政策課長、平成１５年総務省大臣官房審議官（公営企業・
財務担当）、平成１６年内閣府大臣官房審議官（防災担当）、平成１７年内閣府大臣官房審議官（男
女共同参画局担当）、平成１８年内閣府沖縄振興局長を歴任後現在に至る。 

政策統括官（沖縄政策担当）に　原田　正司氏が就任 
 

はら　　だ　　　　　　 ただ　　 し 

　原田正司　前沖縄振興局長の転任に伴い、平成１９年１月９日付けで沖縄振興局長に清水治氏が就
任した。 
　昭和５１年大蔵省入省、昭和５９年アフリカ開発銀行理事、平成５年山形県総務部長、平成７年大蔵省
国際金融局総務課国際調査室長、平成８年大蔵大臣秘書官、平成１０年大蔵省主税局税制第二課長、
平成１１年大蔵省主税局税制第一課長、平成１３年財務省主税局総務課長、平成１５年財務省福岡国税
局長、平成１６年総務省大臣官房審議官（地方行財政改革担当）、平成１８年財務省大臣官房審議官（国
際局・主税局・大臣官房担当）を歴任後現在に至る。 

沖縄振興局長に　清水　治氏が就任 
 

しみず　　　　　　　おさむ 

　福井武弘　前大臣官房審議官の転任に伴い、平成１９年１月９日付けで大臣官房審議官に小河俊夫
氏が就任した。 
　昭和５４年総理府入府、平成５年総務庁長官官房老人対策室調査官、平成６年国土庁大都市圏整備
局特別整備課筑波研究学園都市連絡調整官、平成８年総務庁行政監察局監察官、平成１０年総務庁
長官官房参事官（交通安全対策担当）、平成１１年総理府内閣総理大臣官房参事官（広報に関するも
の）、平成１３年内閣府国際平和協力本部事務局参事官、平成１５年公害等調整委員会事務局総務課長、
平成１８年独立行政法人国立公文書館次長を歴任後現在に至る。 

大臣官房審議官に　         小河　俊夫氏が就任 
 

おごう とし　　お 

（沖縄政策担当兼新大学院大学企画推進室担当） 
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